
平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

（総務課）

77,025 2,040 74,985

（総務課）

7,025 7,025

（総務課）

485 485

（総務課）

18,657 18,657

（総務課）

4,095 4,095

（総務課）

4,913 4,913

（総務課）

1,917 2,240 △ 323

事　業　名

担当課要求額

庁舎管理

交通安全対策事業

交通災害共済加入
促進事業

文書広報費

車両関係

庁舎整備費

訴訟事務

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事業の概要：市庁舎の維持管理を行う。
対象：庁舎利用者及び市職員
意図：市庁舎の維持管理を行い、利用者の安全を確保する。

事業の概要：総務課で管理する公用車（マイクロバス等）の維持管理を行う。
対象：市職員
意図：公用車の維持管理を行い、交通安全に努める。

事業の概要：文書の発送及び収受、保存文書の適正管理、情報公開対応
対象：市民、職員
意図：文書の正確な処理及び保存を図る。市政に対する情報公開ニーズに応える。

事業の概要：市役所北庁舎の給水管が老朽化し、錆がきており、蛇口から赤水がでるので、これを改
修する。
対象：北庁舎利用者及び市職員
意図：施設利用者に衛生的な水を供給する。

事業の概要：交通安全指導員報酬、交通安全啓発事業、交通安全協会等への負担を行う。
対象：交通安全指導員、交通安全協会等
意図：交通安全に関する各種事業を行い、もって市民の交通安全を確保する。

事業の概要：中部ふるさと広域連合で取り扱いしている交通災害共済保険を、中部の各市町村役場
に取扱窓口を設置することにより、市民の利便に供する
対象：市民
意図：市民に加入しやすい保険を斡旋し、交通事故に備えていただく。

事業の概要：産業廃棄物処理施設の農振除外に伴う訴訟事件について、弁護士に委託し、事件処理
に当たる。（弁護士の旅費、日当）
対象：弁護士
意図：専門的知識を有する弁護士に委託し、事件処理に当たる。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（総務課）

264 264

（総務課）

2,634 2,634

（総務課）

97 97 0

（総務課）

9,315 9,315

（総務課）

1,120 1,120

（総務課）

1,295 1,295

（総務課）

33,802 9 33,793

行政区域整備事業

有線放送施設整備
事業

負担金・補助金

表彰式・叙勲・褒章

自治公民館活動推
進事業

自衛官募集事務

私学振興事業

事業の概要：行政区域を変更する場合、行政区域整備審議会に諮問し、調査・研究を行う。
対象：行政区域整備審議会
意図：行政区域を整備する。

事業の概要：自治公民館で設置している有線放送の新設又は修理等に対し助成する。
対象：自治公民館
意図：各自治公民館活動が円滑に行えるよう推進する。

事業の概要：国の事業の自衛官募集事務が円滑に行えるよう、各市町村においてもＰＲ活動に努め
る。
対象：募集対象者
意図：国の政策を推進する。

事業の概要：倉吉市内私立幼稚園（３園）に対し、運営費の補助を行う。（県：1/3、市：1/6  ただし、
上限は予算の範囲)
対象：倉吉市内私立幼稚園（３園）
意図：運営費の補助を行い、教育条件の維持向上、私学経営の健全性向上に寄与し、もって保護者
の経済的負担軽減を図る。

事業の概要：市に功労・善行のあった者に対し、表彰式を実施し、記念品を贈呈し、功績を讃える。
　　　　　　　　叙勲・褒章のあった者に対し、記念品を贈呈し、功績を讃える。
対象：該当者
意図：市に功績のあった者に対し、その功績を讃える。

事業の概要：倉吉市防犯協議会、倉吉市人権擁護委員協議会、県更生保護観察協会に負担金、補
助金を交付する。
対象：各団体
意図：各団体の活動を支援し、もって市民の防犯・人権・更生保護に努める。

事業の概要：自治公民館活動を推進するため、行政事務連絡報償金、自治公民館施設整備事業に
対する助成を行う。
対象：自治公民館
意図：自治公民館活動を推進するため、行政事務連絡報償金、自治公民館施設整備事業に対する
助成を行い、もって住民の福祉の向上を目的とする。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（総務課）

652,232 652,232

（総務課）

64,633 10,600 54,033

（総務課）

23,675 9,900 13,775

（総務課）

28,096 2,000 26,096

（総務課）

488 488

（総務課）

168 168

（総務課）

200 200

災害対策事業

常備消防事業

非常備消防事業

小災害罹災者見舞
金

消防施設整備事業

災害対策事業（総
合防災訓練）

国民保護対策事業

事業の概要：鳥取中部ふるさと広域連合（消防費、消防庁舎建設費）への負担金
対象：鳥取中部ふるさと広域連合
意図：鳥取中部ふるさと広域連合へ消防費、消防庁舎建設費を負担し、もって火災等から市民を守
る。

事業の概要：消防団員の報酬、活動費、消防器具等の整備
対象：消防団
意図：消防団を組織し、消防器具等を整備し、もって火災等から市民を守る。

事業の概要：防火水槽、消火栓等各種消防設備を整備し、火災に備える。
対象：市民
意図：防火水槽、消火栓等各種消防設備を整備し、もって火災等から市民を守る。

事業の概要：地震、水害、火災等の災害に対し、関係機関、市民の協力を得て訓練を行う。
対象：市民、関係機関
意図：防災訓練を行い、地震、水害、火災等に備え、もって市民の生命・財産を守る。

事業の概要：火災により、住宅を全焼又は半焼した者に対し、見舞金を送る。
対象：該当者
意図：罹災者に対し、市として、お見舞いする。

事業の概要：防災行政無線の維持管理、連携備蓄物品の購入、自主防災組織への機材購入に対す
る助成等を行い、災害に備える。
対象：市民
意図：各種災害に対する備えを行い、もって市民の生命・財産を守る。

事業の概要：倉吉市国民保護協議会を設置し、国民保護について必用な事柄を審議する。
対象：倉吉市国民保護協議会委員
意図：国民保護計画及び避難マニュアル作成に当たり、審議していただき、計画及びマニュアルを完
成する。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（総務課）

932,136 97 11,900 14,889 905,250

（職員課）

17,461 13,376 4,085

（職員課）

10,359 1,000 9,359

（職員課）

300,494 494 300,000

（職員課）

2,376 2,376

（職員課）

330,690 0 0 14,870 315,820

（財政課）

273 273

人事管理

退職手当基金積立
金

恩給及び退職年金

小計

財政事務

小計

総務管理費
職員の病気休暇、産前産後休暇、育児休業に伴う代替臨時職員の雇用賃金と社会保険料

市長の諮問を受けて、特別職の報酬を審議答申する報酬審議会の委員報酬
職員の研修に係る講師謝金、研修派遣旅費
職員の健康診断等に係る診断手数料、負担金

職員の大量退職に備えるための基金への積み立て

受給者３人に対する遺族年金

１．地方交付税、決算統計等財政事務遂行上必要となる書籍の購入
　　　　年度毎の制度の改正点を保存しておくため。
２．地方債（証券発行）の登録手数料の支払い
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（財政課）

558 558 0

（財政課）

22,615 171 22,444

（財政課）

550 550 0

（財政課）

924 924

（財政課）

338,473 338,473 0

（財政課）

176 176 0

（財政課）

1,986 220 1,766

公共施設等建設基
金積立金

倉吉ふれあい会館
維持管理事業

減債基金積立金

市有林育成事業

土地開発公社事業
資金貸付事業

財政調整基金積立
金

財産管理

財政調整基金：災害復旧、地方債の繰上償還その他財源の不足を生じたときの財源を積み立てるた
め設置された基金
運用によって生じた利子を基金に積み立てる場合、一般会計を経由して支出する。

公共施設等建設基金：市が設置する公共施設等の建設費に充てるため設置された基金
運用によって生じた利子を基金に積み立てる場合、一般会計を経由して支出する。

倉吉ふれあい会館（旧明倫小学校校舎=円形校舎=普通財産）の維持管理に要する経費。建物の老
朽化により、今後の利用計画を検討する。
　　光熱水費、浄化槽清掃手数料、消防施設保守点検委託料など
　　入館団体　中部適応教室、倉吉地区少年補導センター
　　　　　　　　　電気代・水道代の実費を徴収している。

市有財産の維持管理、普通財産の土地の売払い等の経費

減債基金：市債の償還財源の確保並びに市債の適正な管理を行い、市財政の健全な運営に資する
ため設置された基金
運用によって生じた利子を基金に積み立てる場合、一般会計を経由して支出する。

打吹山等の山林看守人の報酬
市有林伐採・除草業務

土地開発公社への貸付金の支払い
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（財政課）

84 84

（財政課）

1,453 1,453

（財政課）

1,129 1,129 0

（財政課）

3,023,328 122,850 150,709 2,749,769

（財政課）

729,725 10,281 24,443 695,001

（財政課）

5,000 5,000

（財政課）

4,126,274 133,131 0 516,429 3,476,714

公債費元金

公債費利子

小計

駐輪場管理

駐車場事業特別会
計繰出金

予備費

地域振興交付金

通勤・通学等JRと自転車を併用する方を対象とし、放置自転車防止の啓発活動と監視指導の強化を
行う。駐輪スペースの確保を目的とする。

駐車場特別会計の歳入の不足を補うため一般会計から支出する。

上北条財産区特別会計から一般会計に繰入れて、財産区内自治公民館に交付する。

地方債の元金償還金の支払い

地方債の利子、一時借入金の利子、基金の繰替運用（財政調整基金、減債基金、公共施設等建設
基金、職員退職手当基金、国民健康保険財政調整基金、集落排水事業推進基金）に伴う利子の支
払い

予算外の支出又は予算超過の支出に充てるため、歳入歳出予算に予備費を計上しなければならな
い。（地方自治法第217条）
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（税務課）

30,000 30,000

（税務課）

32,132 32,132

（税務課）

48,420 45,764 6,068 △ 3,412

（税務課）

110,552 45,764 0 6,068 58,720

（検査専門監）

22 22

（職員課）

3,354,106 3,354,106

（一般会計）

26,697,970 3,783,436 897,000 4,325,372 17,692,162
合　計

還付金

税務総務費

賦課徴収費

工事検査事業

小計

人件費

事業概要・国県補助金等と市税の還付

事業概要・中部ふるさと広域連合への委託事業　（固定資産評価審査事務費負担・滞納整理費負担）

事業概要・市税（法人・個人市民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税）及び県民税の賦課と滞
納整理事務。
対象・個人・法人の納税者
意図・適正、公正な課税と滞納額の減。

市が発注する建設工事及び市の補助事業として行われる建設工事の適正な施行の確認を行うことを
目的とする。

一般会計で計上する職員の人件費（合併による旧関金町の職員で一般会計分７１人を加えた総計４５
３人分）
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	一般会計査定

